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省令 （大蔵54) （平 7. 7.  31 官報第 1698号）
（規 則）
。人事院規則16- 0 （職員 の 災害補償）の一部 を 改 正
す る 人事院規則lj （人事院規則16- 0 -17) 
（平 7. 7.  31 官報第 1698号）
（告 示）
。国家公務員等共済組合法施行規則第 105条の 4 第 2
項第 7 号 の 規定 に 基 づき大蔵大臣が定 め る 医療 に 関
す る 給付を 定 め る 件 の一部 を改正す る 件 （大蔵1 7 1 )
（平 7. 7. 3 1  官報第 1698号）
。国家公務員等共済組合法施行規則第 105条の 4 第 1 1
項第 6 号 の規定 に 基 づき大蔵大臣が定め る 医療に 関
す る 給付 を定 め る 件の一部 を改正す る 件 （ 同 172)
（向上）
。国家公務員等共済組合法施行規 則第 105条の 4 第 1 0
項第 4 号の規定 に 基づき大蔵大臣が定め る 医療に 関





富 山 大学研究生規則， 富 山 大学科 目 等履修生及 び聴講生規則， 富 山 大学学生交流規則の制定 に 伴 い ， 研究生， 科
目 等履修生， 聴講生及 び特別聴講学生 に係 る 規定 を整理す る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
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富 山 大学経済学部規則の一部を改正す る 規則を 次の と お り 制定す る 。
平成 7年7 月 21 日
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学経済学部規則 （昭和50年6 月 27 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 1 条中 「， 科 目 等履修生及 び聴講生等」 を 「， 研究
生及 び科 目 等履修生等」 に改め る 。
第 17条か ら 第19条ま で を 次 の よ う に 改 め る 。
富 山 大学長 小 黒 千 足
（研究生）
第 17条 研究生と し て入学を志願す る 者 は ， 次 の 各 号 に
掲げ る 書類を提出 し な け ればな ら な い 。
(1) 入学願書
(2) 履歴書 （写真添付）
(3) 最終 出身学 校の 卒業又は修了証明書
(4) 健康診断書
(5) 在職中 の者 は， 所属長 の 承認書
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（科 目 等履修生）
第 18条 科 目 等履修生 と し て入学を 志願す る 者の 提 出書
類 に つ い て は， 前条の 規定 を 準用 す る 。
（聴講生）
第四条 聴講生 と して入学を志願す る 者 の 提 出書類 に つ
い て は， 第 17条の規定 を準用 す る 。
第20条か ら 第29条ま で を 削り ， 第30条を 第20条 と し ，
同条の次 に 次 の 1 条を 加 え る 。
報 第367号
（雑 則）
第21条 こ の規則に 定 め る も の の ほか， 必要 な事項 は教
授 会の議を経て， 学部長 が別 に 定 め る 。
附 則
こ の 規則は， 平成 7 年 7 月 21 日 か ら施行す る 。
富山大学理学部規則の一部改正について
富山大学理学部規則の改正理由 ー
富 山 大学研究生規則， 富 山 大学科 目 等履修生及 び聴講生規則， 富 山 大学学生交流規則の制定 に伴 い ， 研究生， 科
目 等履修生， 聴講生及 び特別聴講学生 に係 る 規定 を整理す る た め， 所要事項 を改 め る 。
富 山 大学理学部規則の一部を改正す る 規則を 次の と お り 制定 す る 。
平成 7 年 7 月 21 日
富山大学理学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学理学部規則 （昭和52年 5 月 16 日 制定 ） の 一 部
を 次の よ う に改正す る 。
第 1 条中 「， 富 山 大学学員lj 」 を 「， 富 山 大学学員lj （以
下 「学則」 と い う 。 ）」 に ， 「， 科 目 等 履修生及 び聴講
生等」 を 「，研究生及 び科 目 等履修生等」 に 改 め る 。
第 16条か ら 第 18条ま で を 次の よ う に改 め る 。
（研究生）
第 16条 研究生 と し て入学を志願す る 者 は ， 出願に 際 し





(5) 職業 を 有 す る 者 は ， 所属長 の 承認書
（科 目 等履修生）
第 17条 科 目 等 履修生 と し て入学を志願す る 者の 提 出書
類 に つ い て は， 前条の規定 を準用 す る 。
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富 山 大学長 小 黒 千 足
（聴講生）
第 18条 聴講生 と し て入学を志願す る 者の提出書類 に つ
い て は， 第 16条の規定 を 準用 す る 。
第19条か ら 第22条の 2 ま で を 削る 。
第23条中 「学部長 」 を 「， 学部長」 に 改 め ， 同条を 第
19条と す る 。
附 則
こ の規則は， 平成 7 年 7 月 21 日 か ら施行す る 。
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富山大学工学部規則の一部改正
富山大学工学部規則の改正理由 ー…
富山大学研究生規則， 富山大学科目等履修生及び聴講生規則， 富山大学学生交流規則の制定に伴い， 研究生， 科
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~ ミ』
平成7年度科学研究費補助金（補正予算分）交付決定者一覧
研 究 代 表 者 交付決定額 交付予定額
研 究種 目 研 究 課 題 （千円 ） （千 円 ）
所 属 職 氏 名 平成7年度 平成8年度 平成9年度




受入れ 教官 招 へ い研 究 者
招 へ い期間 研 究 課 題
部 局 氏 名 職名 氏 名 所属・ 職 名
量子物理学の基礎的先端的
理学部 松本 賢一 教授 平成7年9月～11月 辛宗 政 物理系・教授
諸問題
0 第 3種外国人留学生への奨学事業
7 リ ガ ナ
氏 名
性別 国 籍 学籍番号 所 属 学年
オ ウ レ イ カ 教育学研究科
女 中 国 7 -2906 翁 麗 霞 学校教育専攻
プン シ ン 教育学研究科
女 中 国 7 -2922 1 
文 展 学校教育専攻
セ ン エ ン 工学研究科（前期）
女 中 国 7 -5860 
銭 燕 電子情報工学専攻
リ ュ ウ サ ン ラ イ
男 マレイシア 5 -5307 工学部機械システム工学科 3 
室lj 善 来
シ ョウ ホウ





国 6 2644 教育学部情報教育学科 2 
チャ ン キ ョ モイ
女 マレイシア 6 -3330 経済学部経営学科 2 
CHAN KIUK MOI 
ト ウ ホ ウ
男 中 国 6 -5143 工学部電子情報工学科 2 
キ土 ，子a『 峰
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7 リ jf ナ
氏 名
性別 国 籍 学籍番号 所 属 学年
ラ ン ウ ン イ
藍 蔚
男 中 国 6 -5145 工学部電子情報工学科 2 
ヱ三
ガン テック ヨ ウ
GAN TECK YEOW 
男 マレイシア 6 -5305 工学部機械システム工学科 2 
ロ フク シ ョ ウ
呂 福 昇
男 中 国 人文学部研究生
シン リュウ コク
申 龍 国
男 中 国 工学部研究生
平成7年度富山大学国際交流後援会事業（外国人留学生への宿舎費補助）の採択
7 リ ガ ナ
氏 名
性別 国 籍 学籍番号 所 属 学年
カク リ ッ シ ン 工学研究科（後期）
男 中 国 7 -5983 
郭 立 新 システム生産工学専攻
カ ク メ イ キ 人文科学研究科
男 中 国 6 -1613 2 
郭 明 輝 日本・東洋文化専攻
ソ ン 三J ホ ウ 工学研究科（前期）
男 中 国 6 5861 2 
孫 志 方 電子情報工学専攻
コ ホ ウ 人文科学研究科
女 中 国 7 1617 
胡 I彰 日本・東洋文化専攻
シ ュ シ ョ ウ 工学研究科（前期）
男 中 国 7 -5859 
朱 松 電子情報工学専攻
ヨ ウ ケ ン 工学研究科（前期）
男 中 国 7 -5973 1 
楊 健 化学生物工学専攻
チ a ウ ヨ ウ
張 楊
男 中 国 7 -1488 人文学部言語文化学科
ナ キ ン
男 中 国 7 -1489 人文学部言語文化学科 1 
翌日 析
オウ タ ン
女 中 国 7 -3157 経済学部経済学科
王 丹
コ ウ キ ン
女 中 国 7 -3325 経済学部経営学科 1 
黄 瑳
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平 成 8 年 度 富 山大学入学者選抜要項の公表
平成 8 年度入学者選抜要項を 去 る 7 月 11 日 （ 火 ） に発表し ま し た 。 昨 年度 と の変更点及び入学者選抜要項の概要 は ，
以下の と お り です 。
｜昨年度との変更点
1 一般選抜につ い て
(1） 実施方式及び実施日程について
全学部が分離分割方式で実施 （変更なし） 。 日 程は，
国大協の平成 8 年度実施要領に 基づ く 変更で， 年月 日
（ 曜 ） の変更が主であ る 。
① 出願期間：平成 8 年 1 月 22日 ｛月ト1 月 31 日体）
［昨 年度 1 /23伺）～ 2 / 1附］
② 検査期 日 ：前期 日 程 平成 8 年 2 月 25 日 （日）
［昨 年度 2 /25出］
後期 日 程 平成 8 年 3 月 11 日 （月）
［昨 年度 3 /11仕）］
③ 合格発表：前期 日 程 平成 8 年 3 月 6 日 （水）の予定
［昨 年度 3 / 6 （月）］
後期 日程 平成 8 年 3 月 21 日 （木）の予定
［昨 年度 3 /21('.k)] 
④ 入学手続：前期 日程 平成 8 年 3 月 12日（札13 日
体）の予定
［昨 年度 3 /13（月）， 14日 （刈］
後期 日 程 平成 8 年 3 月 27 日 （水）の予定
［昨 年度 3 /27（月）］
(2） 募集人員 に つ いて
① 前期 日 程 975人， 後期 日程 321人， 特別選抜
196人， 計1,492人 とした。
［昨 年度の確定募集人員 前期 980人， 後期 321  
人， 特別選抜 191人， 計1,492人］
② 人文， 理， 工学部にお け る臨時増募の 減 （各10人，
計30人 の 減 ） に伴う変更の他， 各選抜単位毎に 募集
人員を整理。 （ 「…は 前期 日 程 に 含 ま れ る 。 」 と
いう表示を取 り や め た 。 ）
(3) 入学者選抜方法等に つい て
一般選抜の一部 と して， 専門高校卒業生選抜が導入
さ れたこと に伴い， 様式を改めた。
（定員一部留保第 2 次募集の 欄が変更 さ れた。 ）
(4) 入学者選抜実施教科 ・ 科目等につ い て
①人文学部：前期 日程で外国語の選択科目 を 拡大
（ フ ラ ン ス語 を 追加 。 英， 独， 朝 ，
中， ロ ， フか ら 1 ) 
後期日程で小論文 （ 配点 100点） を 新
規実施
② 教育学部：実技検査の 内容 （課題曲， 楽器， 種
目 等 ） を 一部変更
③ 経済学部：変更 な し
④ 理 学 部：生物園環境科学科の後期 日 程 で大学
入試セ ン タ ー 試験「理科 」 の 選択幅
を 拡大
（ 「化学必須 」 か ら 「化学， 生物 か
ら 1 」 に変更 ）
⑤ 工 学 部．変更 なし
2 特別選抜 に つ い て
(1) 実施日 程に つ い て
① 出願期間：平成 7 年11月 6 日 開）～10 日 幽
［昨 年度 1 1/ 7 （月）～1 1幽］
人文学部推薦 入学 （ セ ン タ ー 試 験 を
課す ） は， 平成 7 年 1 2月 12 日 附～ 1 8
日 （月）
［昨 年度 12/ 12（月）～16幽］
② 検査期 日 ：平成 7 年1 1月 29 日 体）
［昨 年度 1 1/3附〈）］
人文学部推薦 入学 （ セ ン タ ー 試 験 を
課す ） は， 平成 8 年 1 月 17 日 体）
［昨 年度 1／印刷］
③ 合格発表：平成 7 年12月 7 日 開の予定
［昨 年度 12/ 8 ｛柑］
人文学部推薦 入学 （ セ ン タ ー 試験 を
課す ） は， 平成 8 年 2 月 8 日 （刻の予
定
［昨 年度 2 / 9 c柄］
④ 入学手続：平成 8 年 2 月 15日 （木） の予定
［昨 年度 2／印刷］
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(2） 入学者選抜方法等 につ いて
①人文学部：帰国子女特別選抜で外国語を新規実施
（英， 独， 朝， 中， ロ ， フか ら 1 ) 
社会人特別選抜で外国語の選択幅 を 拡
大
（ フ ラ ン ス語を 追加。英， 独， 朝， 中，
ロ ， フか ら 1 ) 
② 教育学部：中学校教員養成課程美 術専攻志願者の
提出書類の表記を整理
推薦 書 （ 美術担当教諭の所見を 含む。）
とし， （ ） 書を 追加した。
③ 経済学部：「夜間主 コ ー ス」推薦 入学の推薦 要件
「 就職内定者」 を 「 就職予定者」 に変
更した。
④ 理 学 部：数学科の推薦 入学募集人員 を 1 人減
（定員の30 %以内と す る ため）
物理学科が推薦 入学を新規実施
（ 募集人員 6 人。小論文， 面接によ り
選抜 〉
⑤ 工 学 部：変更なし
(3) その他
平成 9 年度入試か ら ， 経済学部 「昼間主 コ ー ス 」 が




3 私費外国人留学生選抜 につ い て
(1) 実施日程につ いて （一般選抜前期 日程と 同一 日 程で
実施す る。）
① 出願期間：平成 8 年 1 月 22日 （月）～ 1 月 31 日 （水）
［昨 年度 1 /23（月ト2/ 1附］
② 検査期 日 ：平成 8 年 2 月 25 日 （日）
［昨 年度 2/25出］
③ 合格発表：平成 8 年 3 月 6 日 （水）の予定
［昨 年度 3/ 6伺）］
④ 入学手続：平成 8 年 3 月 12日 （刈， 1 3日 （水）の予定
［昨 年度 3 /13（月）， 14日 （刈］
(2） 入学者選抜実施教科 ・ 科目 等 につ いて
理学部地球科学科及び生物圏環境科学科で個別学力
検査等を 「 面接」 のみとした。
他の学部 ・ 学科等 は変更なし。
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｜平成8年度 富 山大学入学者選抜要項 （抜粋 ）
1 . 学部、 学科・課程等及び入学定員
寸ふ＆ゐ'- 入 学 一般選抜募集人員 特別選抜募集人員
学 科 ・ 課 程 等 備 考
吉日 定 員 前期日程 後期日程 推薦入学 帰国子女特日｜底抜 社会人特別選抜
人 人 文
チA孟ん 科 70 49 15 6 若干名 若干名
文 国 際 文 化 学 科 40 26 10  4 若干名 若干名
寸＂＂与． 言 語 文 化 学 科 85 57 20 8 若干名 若干名
部 計 195 132 45 18 若干名 若干名
小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 70 30 
教 推薦入学は，数学，理科，音楽，美術，保健体育，中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 24 12 14 家庭及び技術専攻各2人の合計14人募集
育 養 護学校教 員養 成課程 20 14 6 
幼稚 園 教 員 養 成 課 程 30 21 9 
�孟L" 教育情報コース 24 12 6 6 情報教育 環境情報コース 16 8 4 4 
課 程
部 小 計 40 20 10  10  
言十 240 149 67 24 
昼主間
経 済 寸＂＂一』 科 155 1 12 31 12  若干名
帝王 経 営 寸A孟dニLー 科 120 86 24 10 若手名
コ 経 営 法 学 科 100 72 20 8 若干名
済 ス 小 計 375 270 75 30 若干名
夜主間
経 済 寸Aるニら． 科 20 2 4 7 7 
寸"'t: 経 持邑,. 寸"'t: 科 20 2 5 7 6 
コ 経 営 法 学 科 20 2 5 6 7 
部 ス 小 計 60 6 14 20 20 
計 435 276 89 50 若干名 20 
数 ザ,UJ与」 科 52 30 7 15  若干名
理 物 理 ；寸自d．ー 科 42 27 9 6 若干名 若干名
化 寸A孟�」． 科 38 30 8 若干名 若干名
寸A以与． 生 物 寸"'t: 科 38 32 6 若干名 若干名
地 球 科 寸ム孟ニ＇： 科 30 25 5 若干名 若干名
部 生 物 圏 環 境 科 学 科 30 20 5 5 若干名 若干名
計 230 164 40 26 若干名 若干名
電 子情 報 工 学 科 132 86 27 19  
工
機械 シ ス テ ム 工 学 科 101 65 21 15  
学 物 質 工 A寸孟二" 科 80 52 16 12  
化 学 生 物 工 学 科 79 51  16  12  
部
計 392 254 80 58 
f5 計 1,492 975 321 176 若干名 20 
- 1 1ー
平成 7 年 8 月 発 行 品同でF
2. 平成8年度富山大学入学者選抜方法等
(1）一般選抜（前期日程）
選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等
報








































経 済 学 科
.. 圃圃圃圃・・・・ーー・・・・・・・・・・...晶..・··－－ー
経 営 学 科
経営法学 科
経 済 学 科
ーー・・・・ーーー.......，・・ー・・ー・・·········


























生 物 す，，，ゐ」 科
····－－－－－－・守・F・，.晶，晶，晶，晶・・a・』・・・・..”’・・・・...’ー－ーーー



























面 主として， 調査書 選抜による
の内容と大学入試 合格者数論
接 文 センター試験の成
績により第1段階 定員 そを を 選抜を行い， そ の
課 合格者について更 ；す対 のfT す に必要な検査等を る
つ る fTつ 皐t三巴 他
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 









る る う る 員
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
× × × × × 
参考 1. 調査書に＠標示を希望す る。 （入学者選抜方法の研究資料として利用す るため。）
















































人 文 寸治ιー 手ヰ












養 理 科 専 攻
成
螺 ·•".' '.l!:. 美術．
程 仇H総体育専攻







経 済 学 科
・・・・ーーー－－－－－－－－・・4・ー・・・・・・・・・・．．．．．
経 営 学 科
・. ーー・－－－－－－－－－········ー・・...・．．．．
経営法学 科
経 済 学 科
・・ー.. ・・......・ーー・・・・ーー，－·－－－－噂司.....




生 物 学 科
ーーー．，．．．，．．．．．．．．．．．．．‘・・，－－－－・・，....・・..ー
生物園環境科学科
物 理 ；品子 科
.ー，...・...・．司F F・...・，....ーー・・・・・・・・・......
化 A弓't 科
地 球 科 学 科
電子情 報工学科
······・・ ・ ー ー ----------- .. ・・・，····－·－－－－－－·
機械システム工学科
.，”・ ・・ー・ ・・・a・・a・ 守ー ー’・－··，‘ 晶． 一．・ .』．， ．．』．．．．．司....・




カ 実 面技検 検 接
査 査
を をを
課 課 fT 
す す
る る つ
× × × 
× 。 × 
。 × × 
× × × 
× × 。
× 。 × 
× × × 
。 × × 
。 × × 
× × 。
× × × 
× × × 
× × × 
× × O 
2 段 階 選 抜
第l段階の
主として， 調査書 選抜による 個 実技検査等
��込 の内容と大学入試 合格者数 別面開 A守U二． 
文 センター試験の成 カ績により第1段階 査 そ 検を 選抜を行い， その 査
課 合格者について更 対す の を諜す に必要な検査等を る 課す 仔刊 課すf，τ一つ． 塁他 する る る う る
。 × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
。 × × × × × × × 
。 × × × × × × × 
× × × × × × × × 
。 × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
。 × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × × × × × × × 
× × x × × × × × 
参考 1. 調査舎に＠標示を希望する。 （入学者選抜方法の研究資料として利用するため。）




























































































数 学 専 攻
・・・・・・・ーーー－・.....・ー・・・ ・・ー・ー・...
理 科 専 攻
ー．．．．．．．．．‘・・ー－ーー・ー－－－··”・・・・...
家 庭 専 攻
．．．．‘ーーーー・・・・a‘・....酔.・ ・・ー・，·－－－－
設 術 専 攻
音 楽 専 攻
.ー・・ー ・． ．．『，··········－・．・..・ーーーー，..






経 済 学 科
，．．．‘・・ー－・．．．．．・・・・・ー・ー···－－－－
経 営 学 科
’·······－－－－－－·－······’a・－－－－－－
経営法学科
経 済 学 科
ーー··－－，，，，，，ーー・・・・・ー···········







生 物 学 科
ー・ー....ーー ・司... ........ーーー・－－－－·····・..ーー



































× × × 
× × × 
× 。 。




× 。 × 
× 。 。























































































× × × 
× × × 
中学校教員養成課程（数学専攻） tit薦
× × × 入学について
面接には． 基礎学力に関する試問を含
む。
× × × 
× × × 
。 × × 
× × 。












× × × 教育を主とする学科（工業）を対象
とした募集人員をそれぞれ示す。
参考 1. 調査書に③標示を希望する。 （入学者選抜方法の研究資料として利用するため。）
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3. 平成8年度富山大学入学者選抜の実施教科・科目等
(1）前 期 日 程
－－－～～』 入学志願者に解答させる～～＼～』 教科・科目名等
学部（学科，課程，専攻等）名 ～～～－－－ 










学｜人 支 学 科 ｜区高ム午 .�.t?.部r . … ー 一 …… … ー … … …………一一 一 I推一一一蹴 … スー…・ . .学国 際 文 化 学 科｜ 〈入学定員40人中山． 一 r推一－…
言 語 文 化 学 科 ｜〈入学定員 85人中 8 人〉




養護学 校教員養成課 程 ｜ 前 期 日 程 に係る
教 ｜ 幼稚 園教員養成課 程 ｜ 一 般選抜の全部
情 報 教 育 課 程
（教育情報コース，環境情報コース育 卜 一中学校教員養成課程
（音楽， 美術， 保健体育 専攻 ）
学｜ ｜ 数 学 専 攻 ，中学校教員 I····………………・一一 － ｜推 薦 入 学
｜ 理科，家庭，技術 専攻｜（入学定員5 0人中部 ｜ 養成課程 ｜ ..• I 各専攻 2 人）音楽， 美術，保健体育専攻a
｜ 薦 入 c·r
｜教育情報コ ー ス｜｜ 情報教育 ｜ ｜（入学定員24人中6人〉課 程 I . . . ··· 1 推… 薦1環境情報コ ー ス｜ 〈 入学定員16人中4人）
大学入試センター試験で入 学 志 願 者 に

















課 さ な い
















利 用 方 法
1.大学入試センター試験と個｜教育学部の実技検査
別学力検査 の配点は，本要｜の内容については，








経 済 学昼 間 主｜一 一 一 一
住 吉 子 炉十
経 営 法 学 科｜前 期 日 程 に係る
｜経 済 学 科｜一般選抜の全部夜 間 主 ｜一 一 一
柱 l昌 平 科
経lコ ー ス
済lコ ー ス
子 ハ～ 掛子 川 草 刈 …学 川 浩子 川 …学 い～一



















































































課 さ な い
注1. 「現代社会Jを選択解答できる者は，高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。









選抜の対象 そ の 他
大学入試センター試験で入学 志 願 者 に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名 個 別 学 力 検 査 等 の教 科 ・ 科 目 等
大学入試センター試験の
利 用 方 法
数（代数・幾何，基礎解析，微分・積分，確率・統計（儲十は
除く。） ）
化 学 科 ｜ I 4桝5 科目 ｜数 （代数・幾何，基礎解析）｜ ｜ ｜ 理（化学）｜国 ｜｜ ｜ ｜数（代数・幾何，基礎解析）生 物 学 科｜ ！数〔「数I J と 「数E」〕 ｜ I I ｜ 理（物理， 化学，生物． 地学から1 ! 理 ト ー一一…‘一…····· ····－ー…一一一一一一｜ 前 期 日 程 に係る ！ 理〔物， 化，生， 地学から1〕 ｜ I I ｜数（代数・幾何，基礎解析） 文は外（英語E，英語E8.5 地 球 科 学 科 ｜ ｜ 外〔 英，独，仏から1〕 ｜ 理 （物理，化学，生物， 地学から1! 
｜ ｜ ｜数（代数・幾何，基礎解析）生 物 園 環 境 科 学 科｜ ｜ ｜ ｜一般選抜の全部！ ｜理（化学，生物から1 ! 
学 ｜ I I 5教科6科目 ’ 国社〔倫，B，世，地理，現社から1〕 （注1) 








l 推 薦 入 学数 学 科｜｜（入学定員52人中15人）
｜推 薦 入 学物 理 学 科｜｜（入学定員42人中 6人）
｜推 薦 入 学生 物 圏 環 境 科 学 科｜｜（入学定 員30人中 5 人）
電 子 情 報 工 学 科
機 械 シ ス テ ム 工 学 科｜前期日 程 に係る
物 質 工 学 科 ｜ 一般選抜の全部工I , 化 学 生 物 工 学 科
｜ 推 薦 入 学電 子 情 報 工 学 科｜学l 一一 一 ｜（み芋零 員＿1_3.？人中1 �，＼）
｜推 薦 入 学機 械 シ ス テ ム 工 学 科｜｜（入学定員101人中15人）1・ ••• ，φ ｜課 さ部｜ ｜推 薦 入 学物 質 工 学 科｜｜（入学定員80人中12人）
｜推 薦 入 学化 学 生 物 工 学 科｜』（入学定 員79人中12 人）
課 さ な い





























(2） 後 期 日 程
～～～～1 入学志願者に解答させる～～～～～』 教科・科目名等
学部（学科， 課程， 専攻等）名 ～～～～～ 








小 学 校 教員養成課 程
養 護 学 校教員養成課程
幼 椎 国 教員養成課 程
j 教育情報 コ ー ス情 報教 育 課程 ：·····教 し..T . . .  － …j環境憤報竺三 竺．
国 語 専 攻
社 会 専 攻
語 専 攻ー ・ ．‘ ・ ， ． 司. . . . . . . . . . . ー ・ ー ・ ． ．
｜ 後期 日 程 に係る
校 ｜ 数 学 専 攻
教 …｜ 一 般選抜の 全 部
学｜員 理 科 専 攻
養 家 庭 専 攻
‘ ＋ ・. ，．‘ ・‘ ・ ． ．“咽. .‘ ・ ・ “‘
成
部 ｜ 課 ｜ 技 術 専 攻
程 且 4・ . . . .‘ ’ . ・ ，
音楽， 美術， 保健 体 育 専 攻
経｜ 昼 間 主
経 済 学 科
経 営 学 科











部 ｜ コ ー ス
大学入試センタ ー 試験 で 入学 志 願 者 に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
5教科 5 科目
国
社〔倫， 日 ， 世， 地理， 現社か ら 1〕（注1) 
数〔 数I〕
理 ［物， 化， 生， 地学， 理I か ら l〕（注 3)
外〔英， 独， 仏か ら1〕
5教科6科目
国社〔倫， 日 ， 世， 地理， 現社か ら 1〕（注1) 
数〔 「数I」と 「数E， 工， 簿か ら 1 」〕（注 2)
理〔 物， 化， 生， 地学， 理I か ら 1〕（注 3)
外〔英， 独， 仏か ら1〕
3 孝跡ヰ 3 科呂
田
社〔 倫， 日 ， 世， 地理， 現社か ら 1〕（注1) 
外 〔英， 独， 仏か ら l〕
3教科4 科目
国数 〔「数I J と 「数H， 工， 簿か ら 1 J〕（注 2)




























数 〔 「数 I J と 「数 E ， 工， 簿か ら 1 」〕 （注2)
理 〔物， 化， 生，地学， 理I か ら1〕（注 3)
2教科2 科目
国
外 〔英， 独．仏か ら1〕
3教科 3 科目
国
社〔倫， 日 ， 世， 地理， 現社か ら 1〕（注1)1 から1
数〔 数I〕 J（注4
外〔英， 独， 仏か ら 1〕
5教科 6 科目
国社〔倫， 日 ， 世， 地理， 現社か ら 1〕
数〔 「数I 」と 「数E， 工， 簿か ら1 」〕
理〔物， 化， 生， 地学， 理I か ら 1〕




個 別 学 力 検 査等の教 科 ・ 科 目 等 大学入試センター試験の利 用 方 法
小論文
実 技（音楽， 美術， 体育か ら1) 
1. 大学入試センター試験と個｜教育学部 の実技検査
別学力検査の配点は， 本要｜の内容については，
項の 5 (1 7 ページ ）を参照｜本要項4 (1 5 ページ
小論文 する こ と。 を参照する こ と。
国（国語I ， 国語II)
小論文








外（英語E， 英語EB )  〔英語読解力〕
外（英語E， 英語EB )  〔英語読解力〕
注1. 「現代社会」 を選択解答で き る者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注 2. 「工業数理J 又は 「簿記会計 し 簿記会計 II J を選択解答で き る者は， 高等学校において 「工業数理」又は 「簿記会計I ， 簿記会計E」 を履修した者及び文部大臣の指定を受けた 専修学校高等 課程の学科の修了 （見込み）者に限る。
注 3. 「理科I」 を選択解答で き る者は， 高等学校の普通科・理教科の卒業（見込み）者以外に限る。
注4 . 経済学部 「昼間主 コース」 の後期日程における大学入試セン ター試験の 「社会」 及び 「数学」 の両教科を受験している場合は、 高得点の教科を利用する。












． ． ， ． ， ． ， ． ． ， ． ． ． ， ， ー ・ － － － － － － · · · · · · · · · · · · · · · · · ー . . ・ 4 ” ・ ・ ・ ・. . . . . . . . . . . . . . . . . . .・ . . . ..
物 理 学 科
争、， . . . . . . . . . . . ， ， ー ・ － － ー ー ー ー ー ・ ・ ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ － － － － － － ー ー ・ ー ． ． ， ， ， ， . . .  ． ．‘ ’ . . . .  
イヒ ザ，.，，ー． 科
・ ・ ・ー ・ ・ ・ ． ． ． ． ・ ・ ーー ・ ー ． ． ． ． ‘ ・ ・ . .・ ・ ー ・ ‘ ・・ ・ ・・ー ・ ・ ・ ． ・ ． ． ． ． ． ．  ． ． ．‘ ・‘ .. 
生
地
－ ・ ・ ・ 4・ ・ ．
物 Aチ... 
球 科 チ,u.<. 
科
・ ・ ・ . . . .
科
. . ・ ・ ・ ー . . . . . . . ・ ・ ー ・ ． ．‘ ・ ・・ ． ・ － 
生 物 園 環 境 科 学 科
電 子 情 報 工 学 科
機 械 シ ス テ ム エ 学 科
物 質 工 学 科
． ．晶 晶 ・ e ， ・ ・ ・ ー ・ ー ー ・ ・ ・ · · · · · · · · · · · · · · · · ·・ ・ ・ . ・ ・ ・ ・ ・ . . .‘ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ， ， ． a晶 晶 ． ． ．  ．‘ 4・ ． ． ，






大学入試センタ ー 試 験 で 入学 志 願 者 に
解 答 さ せ る 教 科 ・ 科 目 名
4教科5 科目
国
数 〔「数I」 と 「数E」〕
理 〔物， 化， 生， 地学から 1 〕
外 〔英， 独， 仏から 1 〕
・ 4’ . . . . ， ・ ー ー ー . . . ー ， ・ ・ ・ . . ー ー ・ ー ー ・ . . . . . . . ー ー ー ー ー ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ” ’ ‘ ・ ー ー － ー ー ー ・ . . ’ . . ー . . . ・ . . . . . . . . . － － ー ー ・ ・ ・ － － － － － － － － ー ・ ・ ． ． ． ． ． ， ． ． ．  
5教科6科目国
社 〔倫、 日、 世、 地理、 現社から 1 〕 （注 1 ) 
数 〔「数I」 と 「数E」〕
理 〔物〕
外 〔英， 独， 仏から1 〕
－ ー ・ ・ ・ ・ · · ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · － ー ー ー · · · · · · · · · · · · · · · · ー ・ ・ ー ・ . . . . . . ・ ・ ， ー ・ ・ ， ， － － · － － · · · · · · · · · · － ー ー ・ ー ー ー · · · · -
3教科4 科目
数 〔「数I」 と 「数E」〕
理 〔物， 化， 生， 地学から1 〕
外 〔英， 独， 仏から1 〕
. . . . . . . . . ・p ・· · － － · . - - · · · · · - - - .. . a晶 晶 圃 噂 . ・. . －ー ー・・ ，，． ー ー ー ・ ・ . . . . . . . . . . . . - ・ . ・ ， ． ． ．‘ ”’ 
4教科5 科目
国
数 〔「数I」 と 「数E」〕
理 〔物， 化 生から1 〕
外 〔英， 独， 仏から1 〕
. . ー ー ・. . - . .  · · - 晶 － . . 晶
2教科3 科目
数〔「数I」 と 「数II j〕
理〔地学〕
ー ・ . . . . . . . . . . . . -
3教科 4 科目
4・ ． ． ． ．
数 〔「数IJ と 「数II j 〕
理 〔化， 生から1 〕
外 〔英， 独． 仏から1 〕
4教科5 科目
国
． ， ， ， ． ’ ・ ． ， ．‘
ー ・ 4砕 . ・ 4砕 ・ ・ ． ． ・ ・ ・ － ー － － － ー ・ 4・ ー ・ ・ 4・ ー
数 〔「数Ij と 「数E， 工， 簿から1 」〕 （注2)
理 〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1 〕 （注3)
外 〔英， 独， 仏から1 〕
注 1 . 「現代社会」 を選択解答で きる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
個 別 学 力 検 査 等 の教 科 ・ 科 目 等
面 接（数学的な内容を含む。 ）
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ” ” ・ ー ・ ・ . . . . ・ ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ， ， ． ， ， ． ， ， ， ． ， ー ‘ . . . . . . . . . . . . .』 ． ． ． ， ， ． ， ． ． ． ‘ ・ ー · · － －·· · · · · · · · · · ·· · · · · · · · · · 司· · · · · － － ·······
小論文（物理に関する もの。 ）
· · · · － － － － ー ー ・ ー ・ 司p ， ・ ー ー － · － － － ー ー ， ． ， ． ． ， ー － － ー － ー ー ー ー － － － ー ー . . . ー ー . . . . . . . . ． ． ． ． ， ， ， ． ． ． ． ， ， ．． ー － · · · · － · · · · · · ， ー ー ， ， a・ ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ー ・ ー ・ . . . ー ー ・ . . . . . . ー ー ． ， ． ． ， ， ， ，
小論文（化学に関する もの。 ）
． ． ． ． ， ．‘ ー ー ・ 圃 ． ．‘ ’ ー ー ・ ． ． ． ， ． ． . . . . . . . .  - ·  . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ . . 晶 a . . . . . ・ a ・ ・ ー ・ ・ ・ ー ー ー . . . ” ’ ‘ ’
面 接（生物に関する 内容を含む。 ）
・ － ． . . . ー ・4’ 晶 ． ． 4’ 晶 . . . . .  - - · · · · - · - . . . . . . . . ・ ・ ・ ・ ー
課 さ な い
－ ・ ・ ・ . .
ー ・ . . ・ . ・ ・ ー ・ 晶 ， . . ・ . . . a砕 晶 . . . . . . . . ．‘ ・ ・ ・ － － ・ ・ ・ ・ ・ 4， 晶 晶 ・ ・ ・ ・ ・ a ’ ・ ・ ー ・ ・ . .  － · · · · ・ . ー
面 接（科学的な思考力を問 う 内容を含む。 ）
課さ ない




手lj 用 方 法
1. 大学入試センター試験と個
別学力検査 の配点は， 本要
項の5 (1 7 ペー ジ）を参照
すること。
2 . 大学入試センタ ー 試験の
「理科J については，（注4)
を参照すること。
注2 . 「工業数理j又は「簿記会計I， 簿記会計Ej を選択解答で きる者は， 高等学校において「工業数理」 文は「簿記会計上 簿記会計E」 を履修した者及び文部大臣の指定を受けた 専修学校高等 課程の学科の修了（見込み）者に限る。
注3 . 「理科IJを選択解答で きる者は， 高等学校の普通科 ・ 理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注4 . 大学入試センタ ー試験の「理科」 について， 複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注5. 個別学力検査等の日程は， 分離・分割方式後期日程で ある。
他
- 1 8 ー
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 勿台句
採 用 7 .  7 .  4 室 谷 智 技術補佐員 （経理部主計課）
，， 柴 田 元 衛 ，， II 
II 水 巻 純 一 II II 
7 .  7 .  5 荒 井 柳 三 技能補佐員 （施設課機械操作手）
，， 太 田 と き え 事務補佐員 （教育学部）
// 福 村 一 男 臨時用務員 （教育学部作業員）
F〆 浜 井 幸 作 ，， ，， 
，，〆 竹 井 公 子 ，， II 
，， 福 島 春 代 ，， II 
7 .  8 .  1 和 田 直 也 助 手 （理学部）
臨時的任用 7 .  7 .  14 坪 井 英 子 教 諭 （教育学部附属養護学校） 臨時的任用 を更新す る （～ 7 . 9 .  7 )  
の 更 新 7 .  7 .  27 梅 津 里 香 教 諭 （教育学部附属幼稚園） ，， （～ 7 .  9 .  19) 
併 任 7 .  8 .  1 吉 原 節 夫 教 授 （経済学部） 評議員 （～ 9 . 7 .  31)  
，， 中 藤 康 俊 II II 評議員 （～ 9 . 7 .  31)  
退 職 7 .  7 .  27 林 敏 和 事務補佐員（附属図書館情報サ ー ビス課） 平成 7 年 7 月 26 日 限 り 退職 し た
II 青 山 拓 也 ，， ，， ，， 
II 大久 保 英 ，， ，， ，，，， 
，， 岩 城 時代美 ノノ II II 
，， 西 村 憲 一 ，， II II 
II 近 藤 俊 彦 ，， II ，， 
7 .  8 .  1 室 谷 智 技術補佐員 （経理部主計課） 平成 7 年 7 月 31 日 限 り 退職 し た
，， 柴 田 元 衛 〆，， II ，， 
II 水 巻 純 一 II II ，， 
死 亡 7 .  7 .  1 1  田 上 修 一 教 諭 （教育学部附属小学校） 死 亡 （公務外）
nB 
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渡航の種類 所 属 職




理 学 部 教 授
工 学 部 教 授









圃 囚 G面 白 団
氏 名 渡 航 先 国 目 的
第21回国際測地学 ・ 地球物理学連
合総会に出席， 研究発表及びマサ川 崎 一 朗 ア メ リ カ 合 衆 国 チ ュ ー セ ッ ツ工科大学にお いて研
究打合せ
重み付け られた グ ラ フ上の探索ゲー
菊 田 健 作 ア メ リ カ 合 衆 国 ム と そ の応用 に関す る共同研究打
合せ
「環北太平洋の危機に瀕 し た原住
一ノ 瀬 恵 ロ シ ア 民言語に関す る 緊急調査」 に係 る
資料収集， 現地調査
連 iロI.. 王 国 「ナ サ ニ エ ル ・ ホ ー ソ ー ン の ヨ ー
神 徳 昭 甫 フ フ ン ス ロ ッ パに お け る 足跡及び ダ ン テ文
イ タ ア 学 と の比較」 に関す る研究
アパ ラ チ ア 山脈の南西部に お け る山 田 恭 司 ア メ リ カ 合 衆 国 寄生植物の調査 ・ 研究
第 4 回ヘテ ロ 原子化学国際学会に
森 田 弘 之 大 韓 民 国 出席， 研究発表及び有機イ オ ウ 化
学に関す る研究打合せ
ド イ ツ 知能流体の研究に関す る情報収集島 田 邦 雄 及ひ研究打合せ， J C  S 合同 セ ミチ ェ コ ス ロ ノイ キ ア ナ ー参加
東南ア ジア諸国におけ るバ レーボー
西 川 友 之 マ レ 一 シ ア ル発達史に関す る 資料収集及び審
判技術研修の た め
カ リ フ ォ ルニア州地震安全委員会
武 井 動 ア メ リ カ 合 衆 国 主催会議に出席
教育にお け る コ ン ビ ュ ー タ 活用 に
山 西 潤 ー 連 � 王 国 関す る 国際会議に参加及 び北ア イル ラ ン ド と の交流プ ロ ジ ェ クトに
関す る打合せ， 資料収集
高句麗関係遺跡調査及び中国 日 本
本 郷 真 紹 中 華 人 民 共 和 国 史学会， 牡丹江師範学院主催東 アジ ア に於け る崩海 シ ン ポ ジ ウ ム に
出席， 研究発表
国際関係論研修会出席及び研究資
M. A. ム ラ ジ ア ン ア メ リ カ 合 衆 国 料収集
期 間
1. 1. 9 
7. 7 .23 
7. 7 . 10  
7 .  7 .21  
7. 7 .21  
7 .  9 .  9 
7. 7 .23 
1. 9 .23 
7. 7 .30 
7. 9.20 
7. 7.31 
7 .  8. 7 
7. 7. 2 
7. 7. 9 
7. 7. 4 
7. 7 . 17  
7. 7 . 1 1  
7 .  7 . 16 
7. 7 .22 
7. 8. 3 
7. 7 .29 
7. 8 . 12  
7 .  7 .29 
7 .  8.14 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
7. 7 .29 
海 外 研 修 人文学部 教 授 ＝ 賓 政 美 中 華 人 民 共 和 国 近代文学に関す る資料収集
7. 8.24 
第 8 回新規な芳香族化合物に関す 7. 7 .29 
工 学 部 教 授 黒 田 重 靖 ド イ ツ る 国際会議出席， 発表 ・ 討論並びに新 し い キ ノ シ系化合物の合成に
関す る 資料収集及び研究打合せ 7. 8. 9 
カ ラ ビ ・ ヤ ウ 多様体 と ミ ラ ー対称 7. 7 .30 理 学 部 助教授 細 野 翠、 ア メ リ カ 合 衆 国 性の研究 7. 10.30 
7. 7.30 
人文学部 講 師 岸 田 文 隆 大 韓 民 国 近世朝鮮語資料の収集
7. 8. 1 1  
外国人
ド レ ー ス デ ン工業大 学 に お い て 7. 7.29 
，， S.  E. ロ ー ベ ド イ ツ 「第二次大戦後50年」 の研究協議教 師 に参加及び資料収集 7. 8. 9 
第 4 回 ヘ テ ロ 原子化学国際会議に 7. 7.31 工 学 部 助教授 吉 村 敏 章 大 韓 民 国 出席， 発表及び研究打合せ 7. 8. 7 
⑤ ⑨ ＠ ⑤ ⑧ ⑤  
氏 名 本 国 に お け る 来 学 目 的 本学受入れ先 期 間（国 籍） 所 属 機 関 ・ 職 名
Kerry Walton ニ ュ ー ヨ ー ク 大 学 工学部教授 7. 7 .16 
研 究 打 合 せ
（ ア メ リ カ 合衆国） 医 学 部 ・ 準 教 授 佐々 木 和 男 7. 7 . 18 
円ι
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平成 7 年度
一一 全 国 大学保健管理協会東海 ・ 北陸地方部会研究集会 を 開催 一一
平成 7 年度全国大学保健管理協会東海 ・ 北陸地方部会研究集会が本学を 当番大学 と し て， 去 る 7 月 27 日 （木） ' 28 日
（金） の 2 日 間， 富 山 市 の 「ボ ル フ ア ー ト と や ま 」 に お い て 開催 さ れ た 。 研究集会 に は， 国 公 私 立 の 大 学 ・ 短大 ・ 高専
70校 か ら 109人 の参加者 が あ り ， 全国集会の共通 テ ー マ 「健康科学の確立 と 健康教育の充実J に 関連 さ せ 、 分科会 （第
1 ： 健康管理の充実 と 施設の整備， 第 2 ： 健康管理 と 健康教育， 第 3 ： 大学に お け る メ ン タ ル ヘ ル ス 教育 ） 及 び シ ン ポ
ジ ウ ム （大学 に お け る 健康教育の 在 り 方） に お い て 日 常業務 の体験 の 中 か ら 提供 さ れた話題 に基づ き 活発 な 討議が行わ
れ た 。
な お ， 前 日 の 7 月 26 日 （水 ） に は， 同部会 の保健婦 ・ 看護婦班の研究集会が60人の参加者 に よ り 本学黒田講堂 に お い
て開催 さ れ， 研究会等 で活発 な意見が交わ さ れ た 。
A 分科会報告
A 懇 親 会
A 保健婦 ・ 看護婦班研究集会
円〆－ワ臼
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平成 7 年度高等学校 と 富 山大学 と の 入学試験 に 関 す る 懇談会
高等学校 の進路指導担当者 と の 入学試験 に 関す る 懇談
会が去 る 7 月 13 日 （木） 黒田講堂 に お いて開催 さ れ ま し
た 。
こ の 懇談会 は ， 本学 の 入学試験や教育研究な ど に つ い
て理解を得 る こ と を 目 的 と し て毎年開催 さ れて い る も の
で ， 今年 も 富 山 県 の ほか石川 、 福井及 び岐阜県 の 高 校側
担当者 と 学生部長 ， 工学部長 な ど の 本学関係者合 わ せ て
95名 が 出 席 し て行わ れ ま し た 。
特 に ， 各学部 ・ 学科 （課程） の 特色及 び就職状 況 等 に
つ い て， 各学部か ら 詳細 な 説明 が あ り ， 高校側か ら も 本
学 に 対 し て様 々 な 質問 ・ 要望等が寄せ ら れ る な ど， 活発
な 意見交換が行わ れ， 充実 し た懇談会 と な り ま し た 。
l� 
J誠一；a企 本学の説 明 に 熱心 に 聞 き 入 る 高校側担当者
外国人留学生 と 学部指導教官等 と の 懇談会 （経済学部）
経済学部 は， 7 月 19 日 （水 ） 同学部会議室 に お い て 外
国人留学生 と 学部指導教官 等 と の懇談会を開催 し ま し た。
当 日 は， 中国， マ レ ー シ ア ， 台湾虫 韓国の 4 カ 国 の 外
国人留学生 と 関係教職員等約65名 の 参加があ り ， ま た ，
県か ら孫田 県民生活課副主幹 と 地域住民代表 と し て 島 田
五福校下 自 治振興会長を招待 し ま し た 。
懇談会 で は， 増 田学部長 の開催挨拶 に続 き ， 島 田 会 長
か ら 「五福地域 に お け る 日 本人学生 と 外国人留学生 の 受
入状況及び地域 の環境整備」 ， 孫田副主幹 か ら は 「富 山
県 に お け る 交通事故状況等」 に つ い て分か り やす く 説明
が あ っ た後， 昼食を と り な が ら ， 終始和やかな フ リ ー ト ー
キ ン グで歓談 し ま し た 。
今 回 の 懇談会 で は ， 留学生， 教職員等か ら忌樺 の な い
発言が寄せ ら れ， 相互理解 を 更 に 深 め る こ と が で き ， 大
変有意義 な懇談会 と な り ま し た 。
nd qL 
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（初 日 本工学教育協会第43 固定時総会 ・ 年次大会 を 開催
「知的創造力 を触発す る 工学教育」 を テ ー マ に ， 社団
法人 日 本工学教育協会第43固定時総会 ・ 年次大会 が ， 7 
月 25 日 （火 ） か ら 27日 （木） の 3 日 間 に わ た り 富 山 県民
会館で開催 さ れ ま し た 。
こ の大会は， わ が国 に お け る 工学教育 の振興 と 産業 の
発展に寄与す る こ と を 目 的 と し て， 毎年各地区の持 ち 回
り で開催 さ れ る も の で ， 今 回 は 北陸信越工学教育協会
（会長 ． 富 山大学工学部長時津貢 ） の 担 当 で ， 全国 の 工
学 に関す る 高等教育機関， 産 業 界 等 か ら 250名 の 参加 を
得て， 終始熱心に研究討議等が展開 さ れ ま し た 。 な お ，
本大会 の プ ロ グ ラ ム に つ い て は， 次の と お り です 。
第 1 日 目 （ 7 月 25日 ） ｜
〈定時総会〉
〈年次大会開会式〉
・ 開会の辞 北陸信越工学教育協会 会長 時 津
ザネ王寺符懸？？？？以会 噛
貢 （富山大学工学部長 ）
・ 祝 辞 文 部 大 臣
富山大学長
富 山 県知事
富 山 市 長
与謝野
－ 会長挨拶 拙 日 本 工 学 教 育 協 会 会長 三 田 勝 茂 （側 日 立製作所会長）
馨




・ 工学 ・ 工業教育功績者表彰式 （受賞者 8 名 ）
〈特別講演〉
・ 創造的人材育成 の た め の大学教育 の 改善に つ い て
文部省高等教育局専門教育課長 笠 井 高 芳
・ 工学教育 を め ぐ る 環境の変化 工学院大学長 大 橋 秀 雄
〈懇 親 会〉
第 2 日 目 （ 7 月 26日 ） ｜
〈工学 ・ 工業 に 関す る 研究講演会 （70件） 〉
第 3 日 目 （ 7 月 27 日 ） ｜
〈調査研究報告〉
・ 情報技術者の育成に対す る 産業界 の需要動向 に 関す る 調査研究
同志社大学工学部 教授
A叫ワ白
一 森 定 道








・ リ フ レ ッ シ ュ 教育 に 関す る 産業界 と 大学等 と の交流 に つ い て
千葉工業大学 副学長
玉川 大学工学部 教授
荻田 バ イ オ サ イ エ ン ス 研究所長
富山医科薬科大学 名 誉教授
・ 産学人材交流 と 技術教育
〈特別講演〉










・ 創造性教育 の在 り 方 を考え る
総 合 司 会 富山大学工学部長
パ ネ リ ス ト 三菱電機側技術研修所長
千葉工業大学 教授
コ ー セ ル側代表取締役社長
金沢工業大学 教授 保









・ 来年度年次大会開催地 の 決定
． 開催地区協会長受諾挨拶
中国四国工学教育協会 会長
北陸信越工学教育協会副会長・ 閉会 の 辞
＜住 所 変 更＞
部 局 名 官 職 氏 名
人 文 学 部 助 教 授 奥 村 譲
人 文 学 部 講 師 佐 藤 裕
教 育 学 部 助 教 授 内 藤 亮 一
FD n〆臼




教育学部附属 小学校教諭田 上修一氏 は， 病気療養 中 の と こ ろ ， 平成 7 年 7 月 1 1 日 急逝 さ れ ま し た 。 享年38歳。
同 氏 は ， 昭和54年 3 月 富 山大学教育学部小学校教員養成課程を卒業後， 同年 4 月 富山市立藤 ノ 木小学校教諭， 同
57年 4 月 富 山市立堀 川 南 小学校教諭 を 経て， 昭和62年 4 月 か ら 本学教育学部附属小学校教諭 に 就任 さ れ ま し た 。 以
来， 附属 小学校在職 8 年有余の間， 明朗， 快 活 な 人柄で， 児童 の教育を は じ め と し て ， 教育学部教育実習 生 の 指導
及 び教員養成等 に 多大 な貢献を さ れ ま し た 。
特 に ， 専 門 の 算数 の授業 に お い て は， 子供一人一人が自 分 の 力 で取組み， 自 分 の 力 で追究を連続す る 学習過程 の
開 発 に 特 に 力 を 尽 く さ れ， 数 多 く の優秀 な 研究発表 をす る と 共 に ， ス ポ ー ッ 少年活動等 の課外活動 に も 積極 的 に 参
加指導 さ れ ま し た 。
今後更 に ， 附属小学校 の 充実 発 展 に 御尽力 い た だ け る も の と 期 待 さ れて い た だ け に， 御急逝が惜 し ま れて な り ま
せ ん 。
こ こ に ， 同 氏 の 御冥福 を お祈 り 申 し 上 げ， 謹 ん で哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
ρo nノ臼
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富山大学名 誉教授 位崎敏男氏逝去
本学名 誉教授位崎敏男氏が， 平成 7 年 7 月 26 日 に逝去 （享年73歳 ） さ れ ま し た 。
同 氏 は ， 昭和20年 9 月 京都帝国大学工学部 を卒業後， 高岡工業専門学校教務兼講師 （嘱託） ， 同校教授 を 経 て ，
同 26年 3 月 本学助教授工学部 に配置換 さ れ， 同36年 4 月 本学教授 と な り ， 同63年 3 月 停年に よ り 退官 さ れ ま し た 。
周年 4 月 に は ， 本学発展 の た め に 尽力 し た 功績 に よ り ， 富 山大学名 誉教授の称号が授与 さ れ ま し た 。 そ の 後， 平成
4 年 4 月 か ら 放送大学富山 ビ デ オ 学 習 セ ン タ ー 長 （同 6 年 4 月 か ら 放送大学富山地域学習 セ ン タ ー に改組） に就任
さ れ て お り ま し た が， 健康上 の 理 由 か ら 同 7 年 3 月 に 同職を退任 し て療養 に専念 さ れ て お り ま し た 。
こ の間， 永年 に わ た り 学生の教育 と 研究 に 専念 さ れ， 格 調 の 高 い 講義 と 熱心 な 指導 に よ り 優秀 な 人材 を社会 に送
り 出 し ， そ の 多 く は工業 界 の 第一線 に お い て活躍 し て お り ま す 。 特 に 本学 に お い て は 、 附属図書館工学部分館長 を
l 期 ， 評議員 を 3 期 ， 工学部長 を 2 期勤 め ， 本学の 管理運営に 直接参画 し ， 工学部 の永年の懸案 で あ っ た富山市へ
の移転統合， 時代の趨勢 に 応 え た 地域共同研究 セ ン タ ー の新設等大学及 び学部 の 充実 発 展 に 数 多 く の 業績 を 残 さ
れ ま し た 。
研究面 に お い て は， 非鉄金属製錬関係 を始め電解， 鋳造， 腐食 な ど極め て 多方面 に わ た っ て研究 を 行 い ， 多 大 の
研究成果 を あ げ ら れ ま し た 。
他方， 学会活動に あ っ て は， 日 本金属学会評議員， 日 本鉱業会評議員を歴任 し ， 学会の運営 と 発展 に 尽力 さ れ，
ま た ， 学術審議会専門委員， 日 本学術振興会非鉄冶金第69委員会委員 と し て学術の振興 と 研究開発の推進 に 貢献 さ
れ ま し た 。
地域社会 に お い て は ， 財団 法人富山技術開発 財団副理事長， 北陸経済研究所理事， 富山県工業技術 セ ン タ ー 研究
推進委員会委員等を歴任 さ れ， 地域産業の振興に寄与 さ れ ま し た 。 ま た ， 生涯学習 の時代に即応 し た放送大学富 山
ビ デ オ 学習 セ ン タ ー の 初代セ ン タ ー 長 と し て ， 広 く 富山県民に大学教育 の 機 会 拡 大 に 向 け た 体制 の 確立 に 奔 走 す
る と と も に ， 大学教育 の た め の放送の 普及 発達に つ と め る な ど今 日 の 同 セ ン タ ー の 基盤を作 ら れ ま し た 。
こ こ に 同 氏 の 御功績 を 偲 び顕彰す る と と も に ， 御冥福を祈 り ， 謹 ん で哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
”’’ 円／－
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本 部 24日 第 4 回教養教育委員会企画専門委員会
7 月 3 日 辞令交付 第 3 回情報処理 セ ン タ ー 運営委員会
4 日 第 4 回 自 己点検評価委員会教育活動専門委員 25 日 日 本工業教育協会第43固定時総会 ・ 年次大会
ム;z;;、 （富山県民会館）
6 日 第 3 回教養教育委員会企画専門委員会 第 4 回 自 己点検評価委員会研究活動等専門委
第 2 回施設整備委員会 員会
学生健康保険組合会計監査 26 日 前学期授業終了





1 人 文 学 部
（金沢大学） 7 月 5 日 教授会
10白 人事関係事項の説明聴取 （文部 省 ） 教授会 （人事）
1 1 日 第39田 中部地区学生補導厚生研究会東海 ・ 北 員率会主催 ピ ア ・ パ ー テ ィ ー
陸地区研修会 （ ス ズ キ観月 園 静岡） （名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル ）
1 1～ 14 日 北陸地区監督者研修 （辰 口共同研修セ ン タ ー ） 12日 学部特別昇給委員会
12～13日 概算要求 ヒ ア リ ン グ （文部省） 人事に関す る 検討委員会
平成 8 年度 国 立学校特別会 計概算要求 説 明 17 日 学部予算委員会
（文部省） 18日 学部入学者選抜方法検討委員会
13日 人事に関す る 懇談会 （文部省） 19日 教授会
第 3 回教養教育委員会実施専門委員会 教授会 （人事）
高等学校 と 富 山大学 と の 入学試験 に関す る 懇 2 1 日 独立大学院研究科 （博士課程） に 関 す る 人文
談会 学部及 び経済学部の 合同委員会
17 日 第 3 回 自 己点検評価委員会管理運営専門委員 25 日 学部将来計画委員会
会 26日 大学院人文科学研究科委員会
18日 第 2 回 カ リ キ ュ ラ ム 等見直 し 検討小委員会 教授会
第 5 回 自 己点検評価委員会教育活動専門委員 教授会 （人事）
:f三"' 学部将来計画委員会
宮公需確保対策地方推進協議会 27 日 学部教務委員会
（商工会議所 富 山 ）
18～27 日 平成 7 年度国立学校事務電算化担当職員 A 研
修 （中津川研修セ ン タ ー 岐阜 ） （名古屋大学）
19日 「言語表現科 目 」 特別講義 7 月 5 日 電話交換 シ ス テ ム 更新説明会
19～20日 平成 7 年度生涯生活設計 セ ミ ナ ー 学部予算委員会
（高志会館 富 山 ） 研究科後発教科整備委員会
21 日 平成 7 年度北陸地区国立学校事務電算化協議 12日 学部教務委員会
会 （金沢大学） 人事教授会
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1 2 日 教授会 26日 論集委員会
17日 附属幼稚園第 1 学期終業式 27日 夜間主 コ ー ス 運営委員会
19 日 学部図書委員会 3 1 日 学部学生生活委員会
学部将来計画委員会小委員会
学部予算委員会
20 日 附 属小学校， 附属 中学校及 び間属養護学校
理 学
第 1 学期終業式 7 月 3 日 理学部案内編纂委員会
20～26日 前学期末試験 5 日 学部教務委員会
26 日 学部将来計画委員会 員率会主催 ビ ア ・ パ ー テ ィ ー
27 日 学部学生生活委員会 （名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル ）




7 月 4 日 学部入学方法検討委員会 1 1 日 学部施設委員会
大学院経済学研究科委員会小委員会 12日 大学院理学研究科委員会
（持 ち 回 り ） 教授会
学部図書委員会 （持 ち 回 り ） 人事教授会
広報委員会 （持 ち 回 り ） 学部 自 己点検評価委員会
5 日 学部施設整備委員会 17日 理学部案内編纂委員会
学部就職指導委員会 （持 ち 回 り ） 学科長会議
学部学生生活委員会 （持 ち 回 り ） 2 1 日 理学部案内編纂委員会
6 日 財務委員会
7 日 移動棚仕様策定委員会 学工
1 1 日 大学院経済学研究科委員会小委員会
12 日 人事教授会 7 月 3 日 学部運営委員会
大学院経済学研究科委員会 4 日 入学試験検討委員会
教授会 5 日 博士後期課程主任会議
日 本海経済研究所所員会議 6 日 教授会
17日 学部施設整備委員会 研究科委員会
19日 大学院経済学研究科委員会小委員会 博士後期課程委員会
（持 ち 回 り ） 13日 学部教務委員会
移動棚仕様策定委員会 14臼 欧文概要編集委員会
財務委員会 （持 ち 回 り ） 17 日 教授会
平成 7 年度外国人留学生 と 学部指導教官等 と 19 日 学部学生生活委員会
の 懇談会 21 日 学部施設整備委員会
21 日 防火対策委員会 （持 ち 回 り ） 学部安全委員会
独立大学院博士課程設置 に伴 う 合同打合せ会 25～27 日 日 本工学教育協会第43固定時総会 ・ 年次大会
24 日 広報委員会 （富山 県民会館）
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附 属 図 書 館 ！
声域
+ 
？ 月 21 日 北陸地区国立大学附属図書館会計担当者会議
（金沢大学）
28日 第 1 回 「書香」 編集委員会
地域共 同 研 究 セ ン タ ー ｜
7 月 5 日 地域共同研究 セ ン タ ー 交流振興会理事会 ・ 総
l』
コミ
1 3日 第 3 回大学院生教育講座
19日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会




保健管理セ ン タ ー
7 月 26 日 平成 7 年度全国大学保健管理協会東海 ・ 北陸
地方部会保健婦 ・ 看護婦班研究集会
（黒田講堂）
27～28日 平成 7 年度全国大学保健管理協会東海 ・ 北陸
地方部会研究集会 （ボ ル フ ア ー ト と や ま ）
編 集
印 刷 所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富山市住吉町1丁目 5 - 18
電 話 （ 2 4 ) 1 7 5 5 附
